
576. 8. 097. 32: 612. 89-008

自 律 神 経 遮 断 の 過 敏 性 現 象 に 及 ぼ す

影 響 に 関 す る 研 究

第3編

手 術 に よ る 自 律 神 経 遮 断 の 局 所 過 敏 性 現 象 に

及 ぼ す 影 響 に つ い て

(本論文要旨は第5回 及び第6回 日本アレルギー学会に発表した)

岡山大学医学部第1(陣 内)外 科教室(指 導:陣 内教授)

河 田 幸 一

〔昭和33年2月14日 受稿〕

前編においては全身過敏 症の抑制作用をもつ

Ravonal, Procain, Promethazine, Chlorpromazine

につ いて局所 過敏性現象 であるArthus現 象,

 Shwartzman現 象に及ぼ す影響を検索した結果,

 Ravonal, Procainに はArthus現 象 に対して抑制

作用を認めることがで きなかつたが, Shwartzman

現象に対しては軽度ではあるが抑制作用を認め,こ

れはそれぞれの反応の発現時間に関聯して薬物の作

用が一過性ではあるが影響したものと解釈した.し

かしPromethazine, Chlorpromazineに は著しい抑

制効果を認め,こ れらの薬物は自律神経への作用を

介して組織Allergieの 器質的反応をまでも抑制す

ることができるすぐれた抗Allergie剤 で あること

を述べた.

このように全身過敏症のみならず局所過敏性現象

においても,自 律神経が重要な役割を演ずることを

知つたので,本 編においては手術により直接自律神

経の遮断を試みて,そ の神経の支配領域における局

所過敏性現象に及ぼす影響を追求するため, Arthus

現象, Shwartzman現 象及びTuberculin反 応をも

ちいて実験をおこなつた.

第1章　 手術による自律神経遮断の

Arthus現 象に及ぼす影響

について

第1節　 緒言ならびに文献

手術によつて直接神経系統に侵襲を加えて過敏性

現象との関係をしらべた文献は,古 くよりすくなか

らず み られ るの であ るが,し か し同一 の 神 経 を対 象

と して お りな が らそ の 成績 は 必 らず しも同 じ所 見を

え て い ない の に気 付 くの で あ る.

まず これ らの手 術 的 侵襲 が 及 ぼ す 影響 を 抗 体産 生

と抗原 抗 体 反 応に 大 別 して文 献 を 蒐 集 して み る と,

抗 体 産生 に 関 して はMetalnikow1), Bogendorfer2),

 Heillig & Hoff3),佐 野4)ら の 報 告 があ り,か れ ら

は生 体 の 抗 体 産生 が 自律神 経 中枢 の刺 戟 に よつ て種

々 に影 響 せ られ る こ とを主 張 して い る.ま たIllenyi

 & Borzsak5), Belak6),笹 本7),冲 中8),柴 田9)ら は

最 近 生 体 の抗 体 産生 は 自律 神 経 の 中枢 の み な らず,

末梢 か ら も著 明な 影 響 を うけ る こ とを報 告 してい る.

抗 原 抗 体 反 応 に関 して はGlambos10), Friedberger

 & Graber11), Biedle & Kraus12), Seastone & Rosen

lueth13),石 田14),玉 置15),伊 東16),星 野17)ら 数 多

くの報 告 が あ り,か れ らの うちあ る もの は頸 部 交 感

神経 また は迷 走神 経 に侵 襲 を加 え る ことに よつ て過

敏症 が 抑 制 作 用を うけ る といい,あ る もの は なん ら

の 影響 も うけ な い と いつ て い る.

この よ うな基 礎 的 実験 をへ て,な お 多 くの批 判 や

疑 問 を残 しな が ら,臨 床的 に も過 敏性 疾患 と くに 喘

息 を治 療 の対 象 と して, Kummellに よる頸 部 交 感

神 経 切 除術, Kappisに よ る右 迷 走神 経 切 除 術,中

山 らに よる頸 動 脈毬 剔 出術,頸 動 脈 洞 神経 切 除 術 ら

の よ うに数 々の 自 律神 経 に 対 す る手 術 的侵 襲 が お こ

なわ れ て きた.

私 は組 織Allergieの 基 本形 式 と してArthus現

象 を と りあ げ た ので あ るが, Arthus現 象 と神 経 と
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の関係については1937年Ajo & Arthus18)が 感作

家兎の1側 の坐骨神経を切断して両脚の反応を比較

し,中 枢神経と離断されても反応になんらの差異の

ないことを報告し,ま た1側 の頸部交感神経を切除

しても両耳の反応は変化を示さないと述べている.

これについでKaiserling19),今 尾20)も 坐 骨神経切

断の影響を追試して同じ成績を発表している.し か

し安富21)は感作家兎の1側 の頸部交感神経を切除し

て両耳の反応を比較するとき,切 除側の反応は抑制

されると主張し,こ れに対し冲中22),久 保23)は感作

家兎の1側 の腰部交感 神経を切除するときArthus

現 象は増強され,副 交感神経を切除するときは抑制

されると主張している.ま た頸動脈毬剔出によつて

もArthus現 象が抑制されることを報告している.

これらの報告は抗原抗体反応の局所組織における発

現について自律神経の影響を実験したものである.

さかのぼつて前編においては麻酔及び薬物冬眠が

感作能力に及ぼす影響をArthus現 象について調べ

たのであるが,明 らかな結果を認めることができず,

薬物による自律神経の遮断の持続が困難で不完全な

ためと考えられたので,こ こでは感作に先だつて神

経の切除をおこない組織の抗体産生にどのように影

響するかをしらべることとし,ま た感作の完了後に

神経の切除をおこない抗原抗体反応の発現にどのよ

うに影響するかをArthus現 象 について比較検索す

ることとした.

第2節　 実験方法

1)実 験動物:同 じ条件 のも とに飼育 した体重

2.5kg前 後の成熟家兎をもちいた.

2)感 作方法:単 位抗原 として結晶卵白Albumin

(MERCK)の1%生 理 的食塩水溶液をもちいて,

当瓩2.0ccを 耳靜脈より比較的高 い沈降素産生を

期待して数回感作注射した.

3)沈 降素価の測定法:感 作の終了後21日 目に緒

方(規)稀 釈沈降反応によつて測定 した.

4)記 録法:感 作後21日 目に結晶卵白Albumin

(MERCK)の2%生 理 的食 塩水溶液0.25ccを 両

側大腿外側を剪毛後皮内に惹起注射して, 24時 間後

の反応を前編に記載 した緒方(富)の 規準によつて

測定 した.

5)手 術法:感 作前の神経切除群と感作完了後の

神経切除群とにわけて,感 作後の神経切除群はさら

に惹起注射の10日, 5日, 2日 前 とにわけて左腰仙

部交感神経切除術(L. II以下)な らびに左股動脈周

第1表　 感 作 前 神 経 切 除 群
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第1図　 感 作 前 神 経 切 除 例

対 照 側

囲交感神経切除術をおこなつた.

第3節　 実験成績

1)感 作前神経切除群においては両脚のArthus

現象の強 さは第1表 及び第1図 の如く, 12例 中対照

側と同程度の反応を示したもの3例 切除側の反応が

減弱して現われたもの9例 である.

2)感 作後神経切除群においては両脚のArthus,

神 経 切 除 側

現象の強さは第2表 及び第2図 の如く, 12例 中対照

側と同程度の反応を示したもの5例,切 除側の反応

が減弱して現われたもの7例 である.そ して神経切

除術施行から惹起注射までの日数による差は認めら

れなかつた.

3)感 作前と感作後神経切除群のArthus現 象

の強さを比較すると第3表 の如く,感 作前神経切除

第2表　 感 作 後 神 経 切 除 群
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第2図　 感 作 後 神 経 切 除 例

対 照 側

第3表　 感作前及び後神経切除群の比較

群に反応の減弱の程度が著しい.

第4節　 小 括

1)感 作前.神 経を切除したものにおいては神経

切除側のArthus現 象は対照側 に比較して抑制さ

れて発現する.

2)感 作後に神経を切除したものにおいては神経

切除側のArthus現 象は対 照側 に比較して軽度に

抑制されて発現 し,切 除から惹起注射までの日数に

よる差異は認められない.

3)感 作前と感作後に神経を切除したものを比較

すると,感 作前に神経の切除したものにArthus現

象の抑制度が著明である.

神 経 切 除 側

第2章　 手術による自律神経遮断の

Shwartzman現 象に及ぼ

す影響について

第1節　 緒言ならびに文献

Arthus現 象にひきつづいて,さ らにShwartzman

現象について再吟味 した.

Shwartzman現 象 の本態ならびに成立機転に関し

てはなお明 らかでないが,病 理 学的立場からは

Arthus現 象となんら区別 することができない単な

る血管の変調による局所現象と考えられている.私

は組織 の反応性 に対する影響をみるばあいは,

 Shwartzman現 象 においてもつとも端的に表現され

るものと考える.

手 術的侵襲がShwartzman現 象 に及ぼす影響

についての文献 をみ るに,山 中24)は脾 臓剔 出が

Shwartzman現 象の発現を助長すること,国 弘25)は

肝動脈及び左門脈枝結紮,あ るいは肝臓の部分的剔

出がShwartzman現 象の発現を抑制することらを

報告している.今 尾20)は中枢神経がこの現象に及ぼ

す影響を検するために,準 備または惹起注射前に1

側の坐骨神経を切断 して両脚.お けるShwartzman

現象 を比較し,ほ とんど差異が認められなかつたと

主張している. Shwartzman現 象 と神経との関係に

ついては現在までこの今尾の報告をみるのみである.

そこで前章と同じように準備注射前に神経を切除

したものと,惹 起注射前に神経を切除したものにわ

けてこの実験をおこなつた.

第2節　 実験方法

1)実 験動物:体 重2 .5kg前 後の成熟家兎をも

ちいた.
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2) Shwartzman濾 液:前 編と同 じ方法により作

成した.

3)活 性検査:前 編 と同じ方法により検定した.

4)準 備 注 射及び惹 起注射: Shwartzman濾 液

0.25ccを 両側大腿外側を剪毛後皮内 に準備注射し,

 24時間後同じ濾液の有効濃度稀釈液を当瓩1ccの

割合に靜脈内惹起注射をして, 5時 間後に前処置の

局所におこる変化を観察した.

5)記 録法:前 編 と同じく緒方(富)の 判定規準

によつて判定 した.

6)手 術法:準 備注射前神経切除群と惹起注射前

神経切除群とにわけて,準 備注射前神経切除群はさ

らに1ケ 月, 10日, 2日 にわけて左腰仙部交感神経

切除術(L. II以下)な らびに左股 動脈周囲交感神

経切除術をおこなつた.

第3節　 実験成績

1)準 備注 射前神経切 除群 においては両 脚の

Shwartzman現 象の強さは第4表 及び第3図 の如く,

 10例中対照側と同程度の反応を示したもの5例,切

除側の反応が減弱して現われたもの5例 である.そ

第4表　 準備注射前神経切除群

第3図　 準 備 注 射 前 神 経 切 除 例

対 照 側

して神経切除術の時期的差異は認められなかつた.

2)惹 起 注 射前神経切除群 においては両脚の

Shwartzman現 象 の強さは第5表 の如く, 5例 中1

例のみ対照側及び切除側 ともにI程 度の反応を示し,

他 の4例 は対照側及び切除側ともに反応の発現をみ

なかつた.

第4節　 小 括

1)準 備注射前に神経を切除したものにおいては

神経切除側のShwartzman現 象は対 照側に比較し

て,や や抑制されて発現 し,切 除の時期による差異

は認められない.

神 経 切 除 側

第5表　 惹起注射前神経切除群
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2)惹 起注射前に神経を切除 したものにおいては

対照側及び神経切 除側ともにShwartzman現 象は

著明に抑制され,両 側の反応の差異は認められない.

第3章　 交感神経節切除のTuberculin

反応に及ほす影響について

第1節　 緒言ならびに文献

手術による自律神経への侵襲がArthus現 象,

 Shwartzman現 象を抑制することを実験してきたが,

本章では臨床的に交感神経節切除患者について神経

の切除がその支配領域におけるTuberculin反 応に

どのように影響するかについて検索することとした.

手術による自律神経の遮断がTuberculin反 応 に

及ぼす影響については,光 永26)は胸廓成形術後にお

いて,ま た安富21)は末梢性血管疾患を主とした交感

神経節切除術後においていずれもTuberculin反 応

が抑制されて発現することを報告している.教 室の

小堀27)は頸動脈毬剔出が各種アレルゲンエキスによ

る過敏性皮膚反応を抑制することを主張 し,土 屋28)

は同 じような実験をTuberculin反 応についておこ

ない反応が抑制されると報告している.こ のように

Tuberculin反 応の発現も自律 神経とかなり密接な

関係におかれていることがしられる.

そ こで私は岡山大学第一外科教室で交感神経節切

除をおこなつた患者の1側 神経切除後のTuberculin

反 応 を観察す るとともに,偏 肢においても両側神

経支配 の可 能性を考慮に入れて両側神経切除後の

Tuberculin反 応についても精査することとした.

第2節　 検査方法

1)岡 山大学第一外科教室に入院して交感神経節

切除をうけた患者を選び, Tuberculin液 は2000倍

稀釈厚生省検定のものをもちいて,大 腿内側あるい

は前腕内側皮内に0.1cc注 射 した.

2)1側 の交感神経節切除をおこない手術後の両

側の皮内反応,な らびに1側 の手術前後の皮内反応

について比較計測 した.

3)両 側 の交感神経節切除をおこない各々同側の

手術前後の皮内反応を比較計測 した.

第3節　 検査成績

1)1側 の交感神経節切除後において手術側と非

手術側のTuberculin反 応の強さを比較すると第6

表 の如 くである.す なわち,対 照群では右側に反応

の大なるものがやや多いが,こ れは有意の差ではな

い.切 除群では手術側の反応は左右の別なく反対側

よりも弱いものがはるかに多いことをしつた.

第6表　 1側 交感神経節切除の手術側,

非手術側の差異

2) 1側 の交感神経節切除後において同側におけ

る手術前後のTuberculin反 応 の強 さ,な らびに両

側の交感神経節切除後において各々同側における手

術前後のTuberculin反 応の強 さを比較すると第7

表 の如くである.す なわち,対 照群における成績で

第7表　 1側 及び両側交感神経節切除の

同側手術前後の差異

みるようにTuberculin反 応は第2回 目の反応が第

1回 目の反応よりも大なるものが普通であり,逆 の

ものは1例 もなかつた.し かるに,切 除群において

は切除後すなわち第2回 目のTuberculin反 応 が切

除前のそれよりも小となるものが増してきており,

と くに両側切除の場 合はこの傾向が著明になつてき

ている.

第4節　 小 括

1) 1側 の交感神経節切除をおこない手術側と非

手術側のTuberculin反 応を比較すると,手 術側に

反応の抑制例を多く認める.

2) 1側 の交感神経節切除をおこない同側におけ

る手術前後のTuberculin反 応を比較すると,手 術

後に反応の抑制例を対照より多く認め,両 側の切除

をおこなつたものではなお多くの抑制例を認める.

第4章　 総括ならびに考按

本編においては手術によつて自律神経の遮断をお

こない家兎のArthus現 象, Shwartzman現 象 を

検し,さ らに臨床的に交感神経節切除のTuberculin
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反応に及ぼす影響についてしらべ,次 の結果をえた.

まずArthus現 象については前編において麻酔な

らびに薬物冬眠が感作能力に及ぼす影響についてし

らべたのであるが明らかな差異を認めることができ

なかつた.そ れは抗体産生の全期間を通じて自律神

経を遮断することができなかつたためと解釈 したの

で,本 編では手術により感作に先だつて撰択的持続

的に交感神経を切除して支配域組織における過敏性

獲得に対する影響をArthus現 象について検索 した

のである.そ の結果感作完了後に神経を切除したも

のに比較して,感 作前に神経を切除したものにより

著明なArthus現 象 の抑制を認 めたのである.こ

れは抗原抗体反応発現に対する抑制に加えるに,局

所のAllergie素 因 としての抗体産生に対しても神

経の遮断が抑制的に作用したためと考えられる.

感作完了後に神経を切除したものにおいても軽度

ではあるがArthus鏡 象の抑制効果を認めたことは,

自律神経の遮断が局所の抗原抗体反応発現に対して

抑制的に作用したものと考えられる.そ してこの反

応発現に対する抑制機序としては抗原抗体の結合に

対する抑制作用 と結合の結果おこる局所の反応性に

対する抑制作用の2つ が考えられる.す なわち,前

者についてはさきに教室の小堀27)は頸動脈毬剔出が

全身過敏症及び過敏性皮膚反応に対し抑制作用を及

ぼすことを認め,こ れは血清中の抗原と抗体 との結

合が粗鬆化し分離し易い状態となつているためであ

ると主張 している.一 方,後 者について滝野29)は副

交感神経の亢進がAllergie反 応 をおこすが,血 管

Allergieに おいては交感神経は副交感神経に協調的

に作用するものと述べているから,交 感紳経の遮断

は血管Allergie反 応を抑制す るものと考えること

ができる.

つ ぎにShwartzman現 象 についてであるが,準

備注射に先だつて神径を切除 したものについては,

神 経切 除側 に軽度ではあるが反応の抑制の傾向を

認めた.今 尾20)は 坐 骨神経 の切断 後 も差異なく

Shwartzman現 象が発 現す る ことを認めており,

 Loi & Cardia30)は神径を切断した家兎の腎臓におい

ても同樣に発現することを報告しているのであつて,

 Shwartzman現 象 の抑制効果は準備因子と惹起因子

の結合に対 して作用するというよりも,む しろその

準備及び惹起因子の結合の結果惹起される組織の反

応性が自律神経の遮断によつて低下したためと考え

るのが妥当と思われる.

惹 起注射に先だつて神経を切除したものについて

は,対 照側も,神 経切 除側 も ともにShwartzman

現象は抑制されてほとんど発現しなかつた.こ れは

手術操作がSelye31)の 所 謂Stressと してShwartz

man現 象に対 し抑制作 用を現わ したもの と考え

られ る.す なわ ち.警 告反応によつて抗 炎症性

Hormonで あ るCortisone、Hydrocortisoneの 分泌

が増加したためであろう.岡 本32)は惹起注射後家兎

を緊迫するとShwartzman現 象が発 現 しないこと

を報告している.

なお臨床的に交感神経節切除患者においてTuber

culin反 応をおこなつて,神 経切除側に反応が抑制

される症例を多く認めたのである.こ れは神経の切

除によつて支配領域における組織の反応性の変調が

関与したものと考 えられる. 1側 の神 経切 除後に

Tuberculin反 応が抑制 される症例 よりも,両 側の

神経切除後に反応の抑制例を多く認めたことは,両

肢の交感神経支配が一部交叉性にもおこなわれてい

ることを示すものである.

以上要するに過敏性現象は自律神 経の関与 な し

には発現 しえないのであつて,自 律神経の機能は抗

体産生に影響 し,ま た過敏性現象の発現機序のうえ

にも重要な役割を演ずることが考えられる.そ して

この過敏性現象の防止ということについては薬物に

せよ,手 術的侵襲にせ よ,自 律神経の完全な遮断が

生体をもつとも有利に導くものであることを強調す

るのである.

第5章　 結 論

私は手術による自律神経の遮断が局所過敏性現象

に及ぼす影響について実験 して,次 の結論をえた.

1)感 作前あるいは感作後において交感神経を切

除することにより,そ の支配 領域のArthus現 象

は抑制される.抑 制効果は感作前に神経を切除した

ものに著明で,感 作後に神経を切除したものにおい

てはやや軽度である.こ れは交感神経の遮断が局所

組織における抗体産生を抑制することを示すととも

に,局 所過敏性現象発現に対 しても抑制作用を呈し

たものと考えられる.

2)準 備注射前に交感神経を切除することにより,

その支配領域のShwartzman現 象 はやや軽度に抑

制される.こ れは神経の遮断により反応の結果惹起

される組織の反応性が低下するためと考えられる.

3)惹 起注射前に交感神経を切除することにより

対照側及び神経切除側ともにShwartzman現 象は

強く抑制 される.こ れは手術的侵襲に基いたStress
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の作用のためと考えられる.

4) 1側 の 交感 神経 節切除は手術側における

Tuberculin反 応の発現を抑制し,両 側 の交感神経

節切除はなお強く反応の発現を抑制する.こ れは交

感神経の切除により組織の反応性が低下したためと

考えられ,ま た交感神経線維の交叉性両側支配を示

すものである.

稿 を終るにあたり,終 始御懇篤なる御指導,御 校

閲を賜わつた恩師陣内教授ならびに田中助教授に厚

く感謝の意を表します.
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The influence of the blocking of autonomic nerves upon the

 anaphylactic phenomenon.

Part III.

The influences of the blocking of autonomic nerves by the

 operations upon the local anaphylactic phenomenon.

By

Koichi Kawata

Department of Surgery, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Dr. D. Jinnai)

The influences of the blocking of autonomic nerves by the operations upon the local 
anaphylactic phenomenon were investigated.

1. The inhibition of the Arthus phenomenon was made by the sympathectomy before
 and after the sensitization. The effects of inhibition was much more by the sympathectomy before 
the sensitization. This is considered to be caused by the inhibition of the antibody producing on 
local tissue as well as of the manifestation of the local anaphylaxy by the sympathectomy.

2. The Shwartzman phenomenon on the innervating area was slightly inhibited by 
the sympathectomy before the preliminary injection. This is considered to depend on the 
descending of the tissue reactivity by the autonomic nerve block.

3. The inhibition of the Shwartzman phenomenon was strongly made by the sympa
thectomy either on the control side or the blocked side before the provocating injection. This 
is considered to be depending on the stress based on the operation.

4. The tuberculin reaction was inhibided by the uni- and bilateral sympathicogangliecto 
my, in which the latter was much effective than the former. This is considered to be caused 
by the descending reactivity in tissue and, also, having the crossing bilateral innervation 
of the sympathetic nerve fibers.


